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	【事務連絡】南海トラフ地震防災対策推進計画作成例等の送付について（通知） (1)
	11_推進計画手引き都府県分
	11【新旧】_推進計画手引き都府県分
	目次
	第１章　総則
	（略）
	（新設）
	第５章　地震防災上緊急に整備すべき施設等の整備計画
	第３章　津波からの防護、円滑な避難の確保及び迅速な救助に関する事項
	（略）
	第３　避難対策等
	（新設）
	（新設）
	（新設）
	第４　消防機関等の活動
	第５　水道、電気、ガス、通信、放送関係
	（略）
	第２章　関係者との連携協力の確保
	第１　資機材、人員等の配備手配
	第２　他機関に対する応援要請
	（新設）
	（新設）
	第３　帰宅困難者への対応
	第４章　時間差発生等における円滑な避難の確保等
	（略）
	〇南海トラフ地震臨時情報(巨大地震警戒)等が発表された場合における災害応急対策に係る措置
	（略）
	第３　南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）が発表された後の災害応急対策の実施状況等に関する情報の収集・伝達等
	（略）
	第７　警備対策
	第８　水道、電気、ガス、通信、放送関係
	（略）
	第６章　防災訓練計画
	第７章　地震防災上必要な教育及び広報に関する計画
	（推進計画の作成に当たって配慮すべき事項）
	以下に掲げる南海トラフ地震の特徴を踏まえ、レベル１の地震・津波に対しては、ハード対策を推進しつつソフト対策も有効に組み合わせた対策の推進、レベル２の地震・津波に対しては、「命を守る」ことを目標として、ソフト対策とハード対策を総動員した総合的な対策を推進することを基本的な方針とし、地域特性（地域の被害想定等）に応じた計画を作成すること。
	（新設）
	（新設）
	（略）
	④ ①～③から、その被害は広域かつ甚大となること
	（新設）
	（新設）
	（新設）
	⑤　想定される最大規模の地震となった場合、被災の範囲は超広域にわたり、その被害はこれまで想定されてきた地震とは全く異なると考えられること等
	（新設）
	第１章　総則
	第１　推進計画の目的
	この計画は、南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法（平成14年法律第92号。以下「法」という。）第５条第２項の規定に基づき、南海トラフ地震防災対策推進地域について、南海トラフ地震に伴い発生する津波からの防護、円滑な避難の確保及び迅速な救助に関する事項、南海トラフ地震に関し地震防災上緊急に整備すべき施設等の整備に関する事項等を定め、当該地域における地震防災対策の推進を図ることを目的とする。
	（略）
	（新設）
	（新設）
	（新設）
	（新設）
	（新設）
	第５章　地震防災上緊急に整備すべき施設等の整備計画
	（以下の事業について具体的な目標及び達成期間を明示した事業計画を記載する事業については、政令・告示に留意すること）
	１　建築物、構造物等の耐震化・不燃化・耐浪化
	４　土砂災害防止施設
	５　津波防護施設
	２　避難場所の整備
	（新設）
	（新設）
	（新設）
	（新設）
	３　避難経路の整備
	６　避難誘導及び救助活動のための拠点施設その他の消防用施設
	消防団による避難誘導のための拠点施設、緊急消防援助隊による救助活動のための拠点施設、平成25年総務省告示第489号に定める消防用施設
	（略）
	10　その他の事業
	（整備計画の作成に当たって配慮すべき事項）
	　計画作成に当たっては、具体的な目標及びその達成期間を定めるものとし、具体的な事業施行等に当たっては、施設全体が未完成であっても、一部の完成により相応の効果が発揮されるよう整備の順序及び方法について考慮するものとする。
	（新設）
	第３章　津波からの防護、円滑な避難の確保及び迅速な救助に関する事項
	第１　津波からの防護
	１　都府県又は堤防、水門等の管理者は、地震が発生した場合は直ちに、水門及び閘門の閉鎖、工事中の場合は工事の中断等の措置を講ずるものとする。また、内水排除施設等は、施設の管理上必要な操作を行うための非常用発電装置の整備、点検その他所要の被災防止措置を講じておくものとする。
	２　都府県又は堤防、水門等の管理者は、次の計画に基づき、各種整備を行うものとする。
	(1)　堤防、水門等の点検方針・計画
	　　方針・計画－略
	(2)　堤防、水門等の自動化・遠隔操作化・補強等必要な施設整備等の方針・計画 
	　　方針・計画－略
	(3)　水門や陸閘等の閉鎖を迅速・確実に行うための体制、手順及び平常時の管理方法 
	　　管理方法・計画－略
	(4)　津波により孤立が懸念される地域のヘリポート、ヘリコプター臨時発着場等の整備の方針及び計画
	整備方針・計画－略
	(5)　防災行政無線の整備等の方針及び計画
	整備方針・計画－略
	第２　津波に関する情報の伝達等
	津波警報等の津波に関する情報の収集・伝達に係る関係者の役割分担や連絡体制は以下のとおり。
	情報の収集・伝達における都府県、市町村関係機関の役割－略
	（新設）
	（新設）
	（新設）
	（新設）
	（役割分担や連絡体制等の検討にあたって配慮すべき事項）
	１　津波に関する情報の防災関係機関、地域住民等並びに防災関係機関に対する正確かつ広範な伝達
	２　船舶に対する津波警報等の伝達 
	３　船舶、漁船等の固定、港外退避などの措置
	４　管轄区域内の被害状況の迅速・確実な把握
	５　通常使用している情報伝達網が地震動等の影響により寸断される可能性があること
	（新設）
	（削除）

	（新設）
	（新設）

	（新設）
	（新設）





	12_推進計画手引き市町村分
	12新旧_推進計画手引き市町村分
	目次
	第１章　総則
	（略）
	第２章　重点施策に関する事項
	第３章　地震防災上緊急に整備すべき施設等に関する事項
	第７ 交通
	第８ 市（町村）が自ら管理等を行う施設等に関する対策
	（略）
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